
迅速診断キットの
現況と未来

柏木（司会）　H1N1pdm が流行した 2009 年，日

本におけるインフルエンザの死亡例は約 200 人

と，世界で最も少ない成績でした．わが国ではそ

れ以前から，インフルエンザ迅速診断キットと抗

インフルエンザ薬が広く使用されていたことが，

その理由だと考えられています．本日は北海道大

学の感染制御部部長であり小児科医の石黒信久先

生と，サイ・リサーチ社代表の福田徹三先生にご

参加いただき，迅速診断キットの現況と未来につ

いてうかがいたいと思います．

柏木　まず福田先生から，インフルエンザ迅速診

断キットの技術についてお話しいただけますか．

福田　外見上，キットはコンパクトで簡単そうに

見えますが，実はノーベル生理学・医学賞の科学

技術が大きく寄与しています．1984 年に，ケン

ブリッジ大学の研究員で 38 歳だった Georges 

Jean Franz Köhler ら 3 人が受賞した「免疫制御

機構に関する理論の確立とモノクローナル抗体の

作成法の開発」です．

柏木　いつごろから迅速診断キットの開発がス

タートしたのですか．

インフルエンザ迅速診断キットの
開発および日本への導入経緯

（2018年 7月26日（木）　於・札幌）
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